
新年明けましておめでとうございます

旧年中は大変お世話になり有難うございました。

お陰様で、第３回こんぶサミットは、日本財団の

2009年度助成事業として採用され、順調にイベント

を開催運営して進んでおります。当こんぶサミット

は全体的に環境省、外務省、壱岐市、宇和島市、日

本海藻協会、港区スポーツふれあい文化健康財団、

大日本水産会、国際海洋科学技術協会、海と渚環境

美化推進機構、海の幸に感謝する会、鉄鋼スラグ協

会、食の安全を考えるネットワーク、東京湾の環境

をよくするために行動する会、帰宅支援ネットワー

ク、地域交流センター、ネパール・ヨードを支える

会、東京新聞（中日新聞）、水産経済新聞社の後援を

受けました。東京大会に関しては、経済産業省、東

京都、港区、港区教育委員会、NPO事業サポートセ

ンターの後援、壱岐ツアーに関しては大村市の後援

を受けました。既に、４月の壱岐ツアーから始まり、

９月の東京大会、11-12月の重茂-青森ツアーも終わり、

残すところ３月の宇和島ツアーだけとなりました。沢

山の後援・協賛と参加を頂き、感謝致しております。

この度は、日本財団ではブログに２回も当協会の活動

が取り上げられました。（http://www.kaichurinn.com

参照）ヨード卵で有名な日本農産工業株式会社からは、

2008年度に引き続き2009年度も企業の社会責任とし

て、当協会が選ばれ50万円の寄付を受け、今後エコ

ポイント対象商品に認定されたヨード卵の売上に応

じた寄附を約束していただく団体として位置付けら

れました。

2009年度の種糸の斡旋は、長崎県、愛媛県、徳島

県、山口県、広島県、福井県、石川県、三重県、静

岡県、東京都、千葉県から24箇所計7,800ｍでした。

2009年度は、新規の海洋施肥試験実施は鹿児島県

東町漁協の１件でしたが、これまで、壱岐東部漁協、

上対馬町漁協、東町漁協、遊子漁協、西岬漁協の５

箇所で継続中です。５月に行った第６回シンポジウ

ムのテーマは、「海洋施肥と海の森づくり」で、海洋

施肥に対する理解を深めました。特に、新日本製鐵

株式会社の参加もあり、第３回こんぶサミットでは

JFEや鉄鋼スラグ協会や経済産業省の協力も得られる

ようになりました。

2010年度に向けて、自己資本比率20％で、三井物

産環境基金に対して、“海の森づくり：こんぶ等種糸

「100ｍ運動」（初年度500万円、次年度800万円、３年

目600万円規模）”、日本財団に対して、東京湾の環境

修復をめざす『東京ブルーベイ構想』の実現に向け

た調査・研究・行動計画（初年度200万円、次年度

400万円、３年目800万円規模）に関する活動の助成、

更に年明け早々にはセブンイレブンみどりの基金に

対して漁村活性化へ向けた“海の森づくり”の一環

として勉強会費用100万円の助成を申請しておりま

す。

2010年１月20日には、当協会は水産ジャーナリス

トの会から表彰を受けます。また、新春には、緑書

房から『海の森づくり』が出版される予定です。

新しい年は「新」の年です。当協会の飛躍が期待さ

れる年です。2010年をすばらしい年にしましょう！

最後になりましたが、皆様方のご健康とご多幸を

お祈りします。
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──ごあいさつ──
海の森づくり推進協会　代表理事　松田惠明

海の森づくりニュースレター2010.002号を昨年１月の001号に続き発行する運びとなりました。
この機会をお借りして、御協力・御支援を頂いた方々に謝意を表したく存じます。
読者の皆様方からの寄稿をお待ちしております。ホットな活動の情報・地域の耳寄りな話題などを下記編集部宛にお届けいただければ
幸いです。

編集部：横浜事務局内　〒241-0801 横浜市旭区若葉台2-25-801 藤野事務局長気付
Tel : 090-4914-2345  Fax : 045-922-3448 email : shujiro.fujino@mbe.nifty.com
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魚食文化を誇っていた日本で「魚は何時まで食べられる？」
とか、「反捕鯨国から非難されている商業捕鯨など止めた方が
良い」とか、「海の環境はレジャーのためのもの」とか、｢水
産業や漁村がなくなっても日本の国防・食糧・環境・エネル
ギー・社会福祉・安全保障は大丈夫」と考えている人も多い
この頃です。事実、買い負け現象や国民の海離れや魚離れも
深刻です。そして日本の水産は、資源の枯渇、魚価安、コス
ト高に直面し、終戦直後100万人以上いた漁業者の数は20万人
を切り、後継者も無く漁村は過疎になり、まさに起死回生を
迫られる状況に追い込まれています。1970年代以降の日本漁
業の衰退は日本の経済成長と逆相関でした。これは臨海工業
開発や都市化や水産物をテレビや自動車と同じ物として扱う
貿易自由化政策やライフスタイルの変化や石油危機・円高の
ような国際経済の影響をまともに受けたからです。
一方で陸の資源の有限性が顕著になってきて、海洋資源の重
要性が脚光を浴び「海の時代」に対する期待が高まっています。
海洋資源には、生物資源・海運・レジャー・エネルギー資源の
ような更新可能資源と石油・天然ガス・マンガン団塊・熱水鉱
床・メタンハイドレートのような非更新海底資源があります。
また、海水の淡水化や成分の抽出による微量ミネラル資源、空
港など海洋空間利用なども注目されています。国防や水産・海
運・レジャーなどの利用以外の海の利活用は、海洋開発産業界
の関心の高まりと共に比較的最近改めて脚光注目を浴びており
ます。海底ケーブルの敷設や海底油田開発並びに臨海工業地帯
建設や海上空港などの一部を除けば、採算面、設計・施工作業
面、運営技術面、制度面等でまだ多くの問題を抱えています。
世界の人口は既に68億人を超え、その内30億人が十分な食
事を摂取できず、しかも８億人は飢餓線上にあるとされます。
人類の生存にとって「食や文化の多様性」の重要性が叫ばれ
ているにも拘らず、現在の食やライフスタイルの西欧化はそ
れに逆行しています。全ての人が西欧化した食生活をすれば、
この地球が支えられる人口は34億人との試算もあります。従
って、地球表面の７割を占める海からの食料生産の道「水産」
を無視して人類の食料安全保障は考えられません。また、水
産は陸上から海に流れ込む窒素や燐などの栄養塩の約７％と
海水に溶けている二酸化炭素の一部を回収する比類のない栄
養塩回収循環産業です。もし、水産が無ければ、沿岸海域の
富栄養化と海洋汚染は進み、赤潮や青潮、磯焼けや地球温暖
化問題はますます深刻になります。従って、水産を無視して、
人類の環境安全保障は考えられません。
他方、日本人の生命線に直結し、日本の輸入産業の第１位と
第２位を占める石油産業と水産業の経済効率を問うと、100人
中99人は躊躇せず、石油産業の経済効率は水産業よりはるかに
高いと答えます。しかし、これは本当でしょうか？石油は非更
新資源です。従って、石油産業の経済効率は短期的には水産業
より非常に高くても、長期的に見ると答えは「否」です。また、
水産学分野は、産業学分野の医学、薬学、工学、農学や真理の
探究だけを追及する理学より易しい分野と見做されています
が、本当でしょうか？水産分野を除く他の産業分野の対象は、
殆んど全てが一気圧下の陸圏のものであり、五感で感知できる

ものです。しかし、水産の対象は、水の壁、塩分の壁、圧力の
壁、水生生物・生態の壁などがあり簡単に五感で感知できるも
のではありません。また、その対象は公有物ですので、経済性
や社会性を抜きに評価できません。さらに、どんなに優れたロ
ボットやセンサーでも、水圏では、直ぐに使い物にならなくな
り、海洋調査は非常に費用がかかるので敬遠されてきました。
従って、アメリカ、フランス、中国のように日本を除く殆んど
の先進国が、軍事費を使って海洋調査を実施しています。最近
では、米国のハーバーブランチ海洋研究所のように、世界中の
医学・薬学・工学・農学分野の専門家が水産生物対象の研究に
没頭しています。このように水産分野は他の産業分野や理学分
野より難しいフロンテイア分野です。
2008年10月に横浜で開催された日本で初めての大規模な水産
に関する国際学会「第５回世界水産会議」の基調講演で、英国の
脳学者M.A.Crawford博士は「人間の人間たる所以は脳であり、水
圏動物の不飽和脂肪酸やDHAと海産物に含まれるヨードがその
脳の発達に欠かせない。これからは水産の時代だ。頑張ろう！」
と訴えました。このように、「海の時代」の可能性は非常に大き
いのですが、現実とのギャップも大きく、このギャップをどのよ
うにして埋めるかが、当「海の森づくり推進協会」の課題です。
私たちは考えています。国民に健全な森・川・海・魚・自
然・親水性環境を取り戻し、沿岸漁村の活性化を実現すること
が最優先課題であり、「海の森づくり」はその有効な一手段で
あると考えています。理由は以下の通りです。
１）世界は「海の時代」のリーダーシップを海の有効利用の
長い歴史を持つ日本に期待している。海は日本の特徴で
あり、これを生かすことが日本の国際貢献に繋がる。

２）多面的機能（安全な水産物の安定的な供給、物質循環、
環境保全、国民の生命財産保全、保養・交流・学習、漁
村とその文化継承、所得と雇用機会の提供）を果たせる
漁村は、「海の時代」の世界、特にアジアのモデルとなる。

３）「海の時代」に期待されている海洋開発産業の発展のた
めには、国民の支援は欠かせず、国民の森・川・海・
魚・自然・親水性離れを克服する必要がある。そのため
に最も効果的な方法は、多面的機能を発揮できる沿岸漁
業並びに漁村の活性化である。

４）漁村の荒廃は、戦後の経済成長政策の結果であり、その
責任は漁民と共に国民にある。

５）日本には、6,000にのぼる漁村が南北3,000kmに伸びた国
土の中で地球円周の85％に相当する35,000kmの海岸線に
分布しており、多様な環境の中でユニークな水産と付き
合っている。そこには、漁港や道路・建物といったハー
ドと漁協といったソフトインフラが整っており、賢いア
プローチをすれば、適切な投資で活性化が図れる。

６）私たちの活動は、漁協を中心とした海中林造成と施肥に
よる藻場造成からなる海藻生産と「生産物の利活用」を
通した持続可能な「海の森づくり」である。この過程で、
海藻は、海中の窒素・燐・二酸化炭素を吸収し、酸素を
供給して海洋環境を向上させ浄化する。同時に在来種に
は付着基盤を与え生物多様性を促進し、稚魚には産卵場
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や揺籃場を提供し水産増殖に貢献する。漁業者は自らが
「考える漁民」へ転換する。

７）私たちの手法は「積小為大」で、グラミー銀行の「海バージ
ョン」である。前浜を一番知っている漁民が夫々小研究者
となり勉強会を通して問題を解決して行く芽を育てたい。

８）当協会が目指す「海の森づくり」の生産物は二酸化炭素削
減やバイオエネルギー源、健康食品・アルギン酸・医薬
品・肥料・飼料・餌料源、ヒ素の無毒化等に貢献し、政府
主導の栽培漁業や藻場造成といった増殖行為を補完しそれ
らの効果をより促進する。

当協会の「海の森づくり事業」の主役は、マコンブ促成栽培
種等の種糸斡旋と鉄を主成分とする海洋施肥の共同実験です。
平成14年の当協会発足以来、関東以西の17県の希望漁協、企業、
地方自治体、学校、個人にコンブ種糸を斡旋しています。さら
に、平成17年度から海洋施肥剤を使った漁協との共同試験を５
漁協で実施しています。“汚濁の海”を“宝の海に”代えた長
崎県壱岐東部漁協と市民活動拠点としての“宇和海に緑を広げ
環境を守る会”が当協会のモデルです。私たちの「海の森づく
り運動」は「海の時代」へ向けた日本列島改造を目指していま
す。ホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

海の森づくり運動のモデル地区として、第３回こんぶサミ
ットの東京海洋大学と並んで共催団体となった壱岐東部漁協
が第１弾オプショナルツアーの対象地域に選定された。
前年12月下旬に沖だしされたこんぶ種糸は、収穫期の近づ
いた４月下旬にはここに見られる通りの繁茂をもたらし、内
海湾の水産資源の基盤拡充に貢献してくれる。
壱岐東部漁協には、かつて危機存亡の重大な海域汚濁の歴
史があった。それは下記に見る６枚のパネル写真が如実に物
語ってくれる。
国と地方自治体が強引に進めた工業化・都市化の方針に沿
って社会基盤整備が進められた。特に道路、住宅地の造成事業
は、公共事業の名の下に一時的にもたらした地域の一部業者
の繁栄と差し替える形で、夏場の降雨期に大量の土砂・土泥
を内海湾に流出し、下に示す右上写真に見る通り、内海湾を
｢汚濁の海」と化してしまった。漁場改善図１～４に見る通り、
それからの10年間は壱岐東部漁協がまさに存亡をかけた奮闘
の歴史であったと思われる。

セミナー会場に展示されたH８年から現在に至る｢組合経営改
善」記録、「漁場改善と高齢化対策」、｢鮮度向上」のガイドライン
は、当漁協の今後の発展を約束する重要なカギとなることが印
象付けられた。
当漁協は、H17年の第１回こんぶサミット（大村）、H19年

の第２回こんぶサミット（壱岐・東京）に引き続き、第３回
こんぶサミットでも中心的役割を演じてくれその中心指導者、
浦田組合長の貢献には深甚の謝意を表したい。
因みに、H17にはこんぶ種糸13,000ｍという｢こんぶ種糸

100m運動｣の中で、過去最高の実績を有している。
又、当漁協組合員の中には、数10名の海女さんが含まれて
おり、今回ツアーの一環として催された「促成やわらかこん
ぶレシピ試食会」にも10数名の海女さん達が腕をふるってく
れツアーの目玉として参加者を楽しませてくれた。

「汚濁の海」から「宝の海」へのスローガンの下、

更なるご健闘を祈ります。

首都圏をはじめ九州・四国からの参加者、地元来賓を含め、漁協会議室でのセミナーには、約100名の方々が出席した

促成柔らかこんぶを活用した13種のレシピは試食会参加者から大好評を博していた

漁場改善図１　H9～H15 漁場改善図２　H15～H17 漁場改善図３　H17～現在 漁場改善図４　将来像

汚濁の海から

宝の海へ

第３回こんぶサミット等イベント報告 事務局長理事 藤野修二郎第３回こんぶサミット等イベント報告 事務局長理事 藤野修二郎2.2.

促成柔らかこんぶの収穫風景

2.1 壱岐東部漁協オプショナルツアー 2009.4.24
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こんぶサミット東京大会会場の東京海
洋大学正門付近

当協会、松田代表理事による基調講演 シンポジウム会場風景

シンポジウム講演者によるパネル討論会日本沿岸に自生する海藻類の展示 日本農産工業のヨード卵・光の展示と
ひかりん君
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500,000 
 

36,000 
 

52,000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2,700,000

収　入 内　訳 予　算 実績値 支　出 内　訳 予　算 実績値 
余剰金 支出の部 

森の海づくり第３回こんぶサミット実行委員会 （単位：円） 

収入の部 

人件費 
 
 
諸謝金 
 
 
 
旅費交通費 
 
 
 
 
業務委託費 
 
 
印刷製本費 
 
 
 
 
通信運搬費 
 
 
 
 
 
会議費 
 
 
 
雑費その他 

アルバイト代等 
 
 
講師謝金（17名分） 
司会謝金等 
 
 
国内旅費（遠距離） 
国内旅費（近距離） 
宿泊費 
 
 
こんぶ料理試食会 
 
 
冊子デザイン・レイアウト代等 
冊子印刷・製本代 
ポスター制作代 
 
 
冊子発送代 
海藻おしば作品輸送代 
通信費 
資料発送代 
 
 
東京大会会場使用料 
冊子編集会議費等 
 
 
資料コピー代 
消耗品代 
懇親会費 
昼食補助 

239,000 
239,000 

 
370,000 
340,000 
30,000 

 
264,000 
183,000 
50,000 
31,000 

 
100,000 
100,000 

 
1,202,000 
394,000 
748,000 
60,000 

 
233,000 
209,000 
11,000 
10,000 
3,000 

 
35,000 
29,000 
6,000 

 
257,000 
155,000 
11,000 
25,000 
66,000 

 
2,700,000

100,000 
 
 

460,000 
 
 
 

350,000 
 
 
 
 

200,000 
 
 

1,000,000 
 
 
 
 

240,000 
 
 
 
 
 

80,000 
 
 
 

270,000 
 
 
 
 
 

2,700,000 0

「海の森づくり第３回こんぶサミット」シンポジウム事業収支報告書（平成21年10月31日）

促成やわらかこんぶを活用した数々の
レシピが提供された試食会は参加者の
好評を博した

シンポジウム終了後の懇親会風景

東京海洋大学　品川キャンパス　楽水会館大ホールにおいて、シンポジウムⅠ ｢環境と食育と里村づくり｣、シ
ンポジウムⅡ｢東京湾の環境修復と海の森づくり」展示会、試食会が同時開催され、約200名の参加者を集め盛会
裏に終了した。両日ともシンポジウム終了後和やかな懇親の場が設営された。

2.2 こんぶサミット東京大会 2009.9.26＆27（シンポジウムⅠ＆Ⅱ、展示会、試食会）
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海の森づくり第３回こんぶサミット東京大会が、平成21年
９月26日（土）と27日（日）の２日間に亘り、東京海洋大学
楽水会館で開催された。水産業界の個人や団体の関係者を始
めとして、大学や各種研究機関、鉄鋼業界などから延べ200名
を超す参加者があり、盛会裡に大会が挙行された。
９月26日は、「海との共生をめざした環境と食育と里村づく
り」と題してのシンポジウムⅠが開催された。東京海洋大学
竹内副学長、日本海藻協会有賀会長の挨拶に続き、松田海の
森づくり推進協会代表理事の基調講演が行なわれた。
松田代表理事は昭和53年から30年の間に、日本沿岸の藻場
面積が大幅に減少したことに伴い、沿岸漁獲高が激減しそれ
に伴って漁業就業者数も減少して、現在の国内沿岸漁業は瀕
死の状態にあると訴えた。
これを救う方法として、沿岸域でのコンブなど大型海藻を
中心とした大規模海中林（藻場）の造成を提案した。藻場の効
果としては、（１）沿岸漁業の振興、（２）沿岸域の海洋汚染防止、
（３）炭酸ガス吸収による地球温暖化防止、などが挙げられる。
午前中は基調講演のあと、壱岐と宇和島における「コンブ
の森」の造成実施例についての報告があった。続いて、鉄鋼
スラグ（新日鉄）や硫酸鉄（東成海洋開発：韓国）を利用し
た藻場造成の試験結果の報告があり、段階的にではあるがこ
れ等施肥剤の効果が認められつつあると報告された。またこ
の藻場造成試験を７年間に亘って、水中で調査確認して来た
記録の報告（澁谷潜水工業）もあった。午前の部の最後に、
海藻などの摂取によるバランスの取れた食生活実践の重要性
についても報告された。（香川芳子女子栄養大学学長）
午後の講演の部として先ず、漁業関係者によって「魚つき
林」の維持管理が、全国174箇所で行なわれているとの報告
（全国漁業協同組合連合会）があった。また藻場造成の課題は、
その造成に当って公共的な「便益評価」に耐えられることが
重要で、出来るだけ費用対効果について評価を行なう事の重
要性が指摘された。 （能登谷正浩東京海洋大学教授）
最後にヨード欠乏症（IDD）のリスク人口は世界で16億人

に達しており、日本はヨード不足の国々、特にアジア諸国へ
の支援を行なう必要性があるとの報告（入江實東邦大学名誉
教授）があった。
これまでの話題提供者や講演者を含めて、「日本の国際貢献
を含めた海との共生と海の森づくり」をテーマにした総合討
論が行なわれた。平成６年に鹿児島県で始まった南の海での
コンブ海中林造成試験はコンブの栽培そのものには成功した
が、コンブを餌とする鮑養殖には失敗し以後鹿児島県でのコ
ンブ栽培は変則的なものとなった。関係者に鮑養殖の技術や
経験が無かった事が失敗の原因である。海の森づくりには、
コンブ栽培が経済的にも成り立つ方策を確立する事が重要で
あるとの指摘があった。
現在国内で消費されるワカメの８割は輸入品であり、コン
ブも年間約２千ｔ輸入されている。今後の海の森づくり運動
は、コンブなど大型海藻を中心としながらも、各地域に適応
した幅広い種類の海藻（草）を利用しての、運動を展開する
事が必要であると出席者の意見が一致した。
９月27日は、「海との共生をめざした東京湾の環境修復と海
の森づくり」と題してのシンポジウムⅡが開催された。各講

演に先立って松田代表理事から「東京ブルーベイ構想」の提
案があった。
東京湾でコンブやホンダワラ等の大型海藻の大規模増養殖
を行ない、東京湾の海水浄化に努めると同時に、収穫された大
型海藻を経済的に利活用する技術開発を行なう。そのための
資金づくりとして「海の森づくり基金」の創設が提案された。
午前の第１部の講演では、海洋基本法及び海洋基本計画に
基づいた国の総合海洋政策のあらましと、陸域と一体的に行
なう沿岸域の総合的管理に関する講演（丹羽行内閣官房参事
官）があった。次いで東京湾は昭和40年頃から環境が悪化して
来たが、近年は各種の施策により水質が改善され藻場や干潟
も少しずつ回復して来ており、東京湾での漁獲高も増えつつ
あるとの報告が行なわれた。（大野一敏船橋市漁業協同組合長）
一方東京湾北部の底水層では、毎年初夏から秋にかけて溶
存酸素量が極端に少ない貧酸素水塊が出現して、小型底引き
網漁業などに被害をもたらしているため、千葉県水産総合セ
ンターでは貧酸素水塊の分布図を毎日６時間おきに作成して
Web上で公開している。
東京湾の再生には、利根川、多摩川などの陸域を含めた総
合的な取り組みが必要であり、当面の取り組みとして東京湾
奥部で1,000ha程度の「前浜干潟」を造成し、東京湾における自
然の部分的な再生を試みてはとの提案があった。（望月賢二氏）
青潮などの発生原因と言われる海底土砂の深掘跡の修復実
験が、鉄鋼スラグと浚渫土の混合土を用いて行なわれ、良好
な結果を得たとの報告があった。 （JFEスチール）
午後の話題提供の部では先ず、東京湾の環境修復計画では
環境それ自身が持つ自然治癒能力を発揮させなければならな
い。東京湾沿岸は陸と海との生物生産移動の緩衝帯であって、
その生態系は数千年の環境変化の中で発展して来た。この生
態系の活用が重要であるとの報告が行なわれた。（大嶋和雄元
茨城大教授）
南の海でのコンブ栽培のガイドラインについての講演があ
り（大野正夫元高知大学教授）、
続いて北海道のホタテ養殖業で利用されているロープ式養殖
法を用いた、コンブ大規模海中林造成法についての報告があ
った。（陶敏彦境一郎ES研究所主任研究員）
千倉・伊戸など外房で始まったコンブ増・養殖試験を、冬
場に海水温が18°C以下に下がる東京湾内深部の木場付近でも
行なう計画が発表された。（堀田健二日本大学教授）
講演者等による最後の総合討論では、日本がCO2の25％削減
案を実現するためには、陸上の森林よりもCO2吸収能力が高い
海洋バイオマスの活用が必要であり、日本が世界に先駆けて
この問題に取り組むように国に働きかける必要があるとの提
言がなされた。
このシンポジウム会場では、キミカ㈱、㈱久原水産研究所、
新日本製鐵㈱、日本農産工業㈱など関係各社から提供された
ポスターの展示が行なわれた。また海藻おしば作品の展示や、
東京湾の食用海藻サンプルの展示なども行なわれた。
26日には、壱岐東部漁業協同組合から送られて来た｢こん

ぶ｣を使って、「こんぶ創作料理」の試食会が行なわれ、大勢
のシンポジウム参加者が「こんぶ創作料理」の味を楽しんだ。

（納土伸男記）

第３回こんぶサミット東京大会 参加感想文
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欧州で食育運動をして30年になりますが、この度の重茂-青森研
修で日本の漁業の現状を見学させていただき、松田先生初め皆様の
お話を伺うことができ貴重な体験をさせていただきました。
食の安全性と環境のバランス、そして持続可能な方向性が問われ

る今、欧州では一般人の食への関心が高まる陰で、政府機関や学者
たちは国の生き残りをかけて、その方向性を探っています。今回の
研修を通して、日本の事情を垣間見、「海の森づくり推進協会」の
果たす役割のなみなみならぬものを感じました。
そして、わたしたちひとりひとり何をすべきなのか。
今、私はベルギーに戻り、講演や講習を再開しましたが、食と環

境が無関係ではないこと、私たちの生活スタイルや、選択が意味す
るもの、その意思を時代の方向性としてもつべきものを意識的に話
しています。そして「海の森づくり」の存在とその活動が日本ばか
りでなく世界が直面している時代の同時性の問題に貢献できるもの
ということも話していこうと思っています。

ベルギー在住　　　オオニシ恭子

重茂-青森ツアー参加感想文

ツアー参加者は、ベルギー在住
の大西さん、海藻専門商社の西
村ご夫妻、渋谷潜水工業の渋谷
親子、当協会メンバーの松田・
高橋・立川・藤野

岩手県宮古市重茂漁協　種苗生産施設

2009.11.29～12.1

こんぶ種苗の配布先（昨年度）として九州向けが
58％と大半を占めている

各種こんぶ胞子培養ラボ

１槽当り300mの種糸生産が進み、出荷準備完了

海の森づくり運動の原点ともいえる「こんぶ種糸の種苗生産現場」への視察ツアーは意義深いものがあった。

2.3 重茂・青森オプショナルツアー 2009.11.29～12.1

青森市水産指導センター　ワカメ・こんぶ種苗
生産施設を訪問

こんぶ種糸種苗生産水槽　100m単位のれん式の一体型
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１．日　時：2009年11月８日（日） 午前10時～17時

２．場　所：港区高輪1-16-25 高輪コミュニティーぷらざ内
３階会議室

３．参加者：東京海洋大学　海洋科学部　田中　次郎教授　
三宅研究生　山岡研究生
海の森づくり推進協会　藤野事務局長　納土

４．教室開催の目的
１）田中先生の話では一般市民は「海藻（草）」については殆
んど関心がなく、「海藻」を正しく読める人が少ない。

２）海藻（草）について関心を持ってもらうための一助と
して、一般市民が集まる区民祭りの会場を利用した、
「海藻おしば親子体験教室」を開催した。

３）「海の森づくり推進協会」の会員募集用紙を配布して入
会を勧めた結果、個人賛助会員として１名の入会者が
あった。

５．海藻おしば体験教室延べ参加者数
１）親子連れ31組（約80名）の参加者があり、初めての体
験教室であったが成功裡に終了できた。

２）男性参加者２人

６．参加費：１家族100円（制作品郵送代）

７．用意した海藻の種類
１）アオサミドリシオグサ　２）ヒトエグサ
３）イソモク　４）マルバアマノリ　５）タマイタダキ　
６）ベニヒバ ７）ヤレウスバノリ　８）ユカリ
９）トサカノリ　10）ヤブレグサ
バットを６台用意して、６組の親子が同時におしば制作作
業が行なえるようにした。

８．おしばの制作
１）作品は後日制作者のもとへ郵送するために、作業を始め
る前に封筒と台紙に制作者の住所と名前を記入して貰
った。

２）短冊型の台紙に海藻を竹串でバットから掬い上げ、海
藻の形や色をデザインしながらおしば作りを行なった。

３）出来た作品は大学へ持ち帰り、完全に乾燥させた後ラ
ミネート加工して後日制作者宛に郵送した。

４）東京海洋大学の二人の女性研究生の制作指導の下、31
組の親子が海藻おしばづくりを楽しんだ。当初は１家
族で１枚の作品制作を予定していたが、興が乗って来
ると２枚、３枚と制作する家族が殆んどであった。

９．今後の課題
１）東京海洋大学の田中研究室による全面的な協力が無け
れば、協会単独ではこの教室の開催は出来なかった。
今後とも大学側との連携を継続する必要がある。

２）参加者募集ポスターを30枚制作して、区民センター内
や近隣の幼稚園や小学校で掲示して貰った。
しかしポスターを見たからと言って参加した者は皆

無であった。
３）教室の入り口でおしばのサンプルを見せて「呼び掛け」
をしないと人が集まらない。

４）当初は１家族で１枚のおしばを20分位で制作出来ると
見込んだが、１家族が２～３枚制作するので所要時間
が１時間近くになった。

５）昨年に比べて新型インフルエンザ流行の影響のせいか
お祭りへの参加者が少なく、幸い大きな混乱は起きな
かったが１家族の制作枚数を制限しないと、これ以上
の参加者があった場合に対応が出来ない。

６）本来の目的である海藻の重要性をPRするためには、野
田三千代さんの教室でやっているように最初にビデオ
などを使って、海藻の基本的な説明を行なう時間を設
ける必要がある。

７）そのためには今回のような「自由参加型」の教室では
なく、あらかじ参加者を募集して決められたプログラ
ムに従って「海藻の説明」と「おしばづくり」を行な
うスタイルに変更する必要がある。

８）その場合会場は東京海洋大学内に設けるのが、何かに
つけて便利であると考えられる。

10．費用
二人の研究生の人件費、海藻の材料代、交通費を含めて、
26,000円を田中研究室へ支払った。

会場入り口の案内

受付風景

用意された海藻各種 親子教室指導風景

2.4 港区民祭り「海藻おしば親子体験教室」2009.11.8 理事 納土 伸男

写真提供：
藤野事務局長
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私達は、内閣府認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細についてはホー
ムページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会申込書

●入会を希望される方は、下記申込書にご記入の上E-mail又はFAXによりご連絡ください。

会の趣旨にご賛同いただける方は、以下をご参照の上入会をご検討下さい。

＊この情報は会員への通信以外には使用しません。
＊上記住所宛に入会申込書と郵便振込用紙を送付いたしますので、入会金・年会費をお振込みください。

私は、「海の森づくり推進協会」の会員になりたいので、ここに申し込みます。

年　　月　　日

内　約 入会金（円） 年会費（円） メ　モ

正会員 1,000 3,000
総会に議決権を持って参加できます。したがっ
て総会に出席する方に限定されます。イベント
や会の情報をお知らせします。

賛助会員 1,000
個人：1000
団体：10,000

イベントや会の情報をお知らせします。

特別賛助会員 免除 100,000
対象は企業、団体、個人。
イベントや会の情報をお知らせします。

氏　名

会員の種類
（該当の所に○を
つけてください）

正会員
賛助個人会員、賛助団体会員、
特別賛助会員

住所
〒

所属団体名
（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

FAX番号

ふりがな

海の森づくり推進協会事務局 会員担当：高橋　一人

（Tel：050-1212-7734 Fax：018-833-7734 e-mail：kazuhito.t@showas.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

海の森づくり運動の３つのスローガン
１.山・川・海の健康を取り戻そう！

２.海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！

３.“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

印

NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内
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